
知っておきたい
配偶者が亡くなった際の

“お金”に関わる手続きとポイント

配偶者や家族などの身内が亡くなった際には、「死亡届」といった自治体への届
け出はもとより、社会保険に関するものから銀行口座や証券口座など、金融資産
に関わるものまで多岐にわたる手続きを期限内に進める必要があります。今号で
は、配偶者が亡くなった後の生活に欠かせない“お金”に関わる各種手続きとそ
のポイントについて解説します。
監修／一色徹太（CFP®認定者）

配偶者が亡くなりました。
お金に関してどのような手続きが
必要なのでしょうか？

今
回
の
ご
質
問
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は
じ
め
に
～

遺
族
の
生
活
を
守
る
届
け
出
や
手
続
き

　

配
偶
者
が
亡
く
な
り
、
通
夜
、
葬
儀
を
終
え

て
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
届
け
出
や
手
続
き
が
待
っ

て
い
ま
す
が
、
多
く
の
人
に
と
っ
て
、
配
偶
者

を
亡
く
す
経
験
は
一
生
に
一
度
あ
る
か
な
い
か

の
出
来
事
。
何
を
す
れ
ば
い
い
の
か
分
か
ら
な

く
て
当
然
で
す
。
し
か
し
、
年
金
や
保
険
な
ど

残
さ
れ
た
家
族
の
生
活
を
守
る
た
め
に
必
要
で

あ
る
以
上
、
深
い
悲
し
み
の
な
か
で
も
、
届
け

出
や
手
続
き
を
進
め
な
い
わ
け
に
は
い
き
ま
せ

ん
。
し
か
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
書
類
を
準
備
す
る

必
要
が
あ
る
ほ
か
、
期
限
が
設
定
さ
れ
て
い
る

も
の
も
多
い
た
め
、
注
意
が
必
要
で
す
。

社
会
保
障
に
関
わ
る
手
続
き

　

ま
ず
は
、
健
康
保
険
や
公
的
年
金
と
い
っ
た

社
会
保
障
に
関
わ
る
手
続
き
を
み
て
い
き
ま
し

ょ
う
。

（１） 

健
康
保
険

　

故
人
が
自
営
業
者
な
ど
の
国
民
健
康
保
険
加

入
者
で
あ
っ
た
場
合
は
、
亡
く
な
っ
た
日
か
ら

14
日
以
内
に
、
住
民
票
の
あ
る
市
区
町
村
役
場

に
書
類
（
資
格
喪
失
届
）
を
提
出
し
、
健
康
保

険
証
を
返
却
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
【
図
表

１
】。
故
人
が
世
帯
主
で
そ
の
配
偶
者
も
国
民

健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
た
場
合
で
は
、
新
し

い
世
帯
主
に
名
義
を
書
き
換
え
た
健
康
保
険
証

を
発
行
し
て
も
ら
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

一
方
、
故
人
が
会
社
員
で
あ
っ
た
場
合
、
基

本
的
に
は
勤
め
て
い
た
会
社
が
死
亡
退
職
手
続

き
の
一
環
と
し
て
健
康
保
険
の
資
格
喪
失
手
続

き
を
行
い
ま
す
。
残
さ
れ
た
配
偶
者
が
被
扶
養

者
で
あ
っ
た
場
合
は
、
配
偶
者
の
資
格
喪
失
手

続
き
も
同
時
に
行
っ
て
く
れ
ま
す
が
、
本
人
と

被
扶
養
者
の
健
康
保
険
証
は
返
却
が
必
要
で
す
。

　

そ
の
う
え
で
、
残
さ
れ
た
配
偶
者
は
ほ
か
の

家
族
の
被
扶
養
者
に
な
る
か
、
国
民
健
康
保
険

に
加
入
す
る
手
続
き
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

（2） 

公
的
年
金

　

配
偶
者
が
仮
に
年
金
受
給
者
で
あ
る
場
合
、

①
「
年
金
受
給
の
停
止
」、
②
「
未
支
給
年
金

の
請
求
」、
③
「
遺
族
年
金
や
寡
婦
年
金
、
死

亡
一
時
金
の
請
求
」
の
三
つ
の
手
続
き
が
必
要

と
な
り
ま
す
【
図
表
２
】。

　

ま
ず
、
①
年
金
受
給
を
停
止
す
る
た
め
に
、

亡
く
な
っ
た
日
か
ら
14
日
以
内
（
国
民
年
金
の

場
合
）、ま
た
は
10
日
以
内（
厚
生
年
金
の
場
合
）

に
、
年
金
事
務
所
ま
た
は
年
金
相
談
セ
ン
タ
ー

に
「
年
金
受
給
権
者
死
亡
届
」
を
提
出
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
停
止
を
怠
る
と
不
正
受
給
に

【図表1】 国民健康保険に関わる手続き

出所：監修者作成

書類名称 国民健康保険資格喪失届

その他
必要書類
など

・�死亡の事実を証明する書類（死亡
診断書の写しなど）
・国民健康保険証
・�（そのほか、必要に応じて）限度額
適用・標準負担額減額認定証、特
定疾病療養受療証など

提出先 ・住民票のある市区町村役場

期限 ・亡くなった日から14日以内
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な
り
、
後
日
、
返
還
な
ど
の
手
続
き
が
発
生
し

て
し
ま
う
た
め
、
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
②
年
金
は
２
カ
月
に
一
度
（
偶
数

月
の
15
日
）、
前
２
カ
月
分
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

故
人
と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
た
遺
族
は
、
亡

く
な
っ
た
月
分
ま
で
の
年
金
（
未
支
給
年
金
）

を
受
給
で
き
ま
す
。
年
金
受
給
の
停
止
手
続
き

時
に
合
わ
せ
て
「
未
支
給
【
年
金
・
保
険
給
付
】

請
求
書
」
を
提
出
す
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

　

さ
ら
に
、
③
遺
族
年
金
を
受
給
す
る
た
め
に

は
、
故
人
に
生
計
を
維
持
さ
れ
て
い
た
こ
と
、

受
取
人
の
年
収
が
８
５
０
万
円
未
満
で
あ
る
な

ど
の
要
件
を
満
た
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。
請
求

先
は
、
遺
族
基
礎
年
金
の
み
の
場
合
は
住
民
票

の
あ
る
市
区
町
村
役
場
、
そ
れ
以
外
の
場
合

は
年
金
事
務
所
ま
た
は
年
金
相
談
セ
ン
タ
ー
で

す
。
ま
た
、
国
民
年
金
に
つ
い
て
は
、
受
給
要

件
に
該
当
せ
ず
遺
族
基
礎
年
金
を
受
給
で
き
な

い
場
合
で
も
、
寡
婦
年
金
（
夫
が
10
年
以
上
保

険
料
を
納
付
す
る
な
ど
、
一
定
の
要
件
を
満
た

し
て
い
る
場
合
に
、
妻
に
対
し
て
支
給
さ
れ
る

年
金
）、
ま
た
は
死
亡
一
時
金
（
夫
が
保
険
料

を
３
年
以
上
納
付
し
、
老
齢
基
礎
年
金
や
障
害

基
礎
年
金
を
受
給
し
た
こ
と
が
な
い
場
合
に
、

生
計
を
同
じ
く
し
て
い
た
遺
族
が
受
給
で
き
る

一
時
金
）
を
受
給
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

寡
婦
年
金
と
死
亡
一
時
金
の
両
方
を
受
給
で
き

る
権
利
が
あ
る
場
合
で
も
、
ど
ち
ら
か
一
方
し

か
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

消
滅
時
効
に
つ
い
て
は
、
未
支
給
年
金
・
遺

族
年
金
・
寡
婦
年
金
は
亡
く
な
っ
た
日
の
翌
日

か
ら
５
年
、
死
亡
一
時
金
は
亡
く
な
っ
た
日
の

翌
日
か
ら
２
年
で
す
。
時
効
に
か
か
る
と
受
給

で
き
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

金
融
資
産
に
関
わ
る
手
続
き

　

故
人
に
預
貯
金
や
有
価
証
券
（
公
社
債
、
株

式
、
投
資
信
託
）
な
ど
の
金
融
資
産
が
あ
る
場

合
に
は
、
名
義
変
更
・
解
約
と
い
っ
た
手
続
き

が
必
要
に
な
る
ほ
か
、
生
命
保
険
（
死
亡
保
険

金
）の
請
求
と
い
っ
た
手
続
き
も
必
要
で
す【
図

表
３
】。

（１） 

預
貯
金
口
座

　

ま
ず
、
金
融
機
関
は
口
座
名
義
人
が
死
亡
し

た
こ
と
を
知
る
と
、
た
だ
ち
に
預
貯
金
口
座
を

凍
結
し
、
払
出
し
が
で
き
な
く
な
る
の
で
注
意

が
必
要
で
す
。
た
だ
し
、
相
続
人
全
員
が
同
意

し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
書
面
な
ど
を
用
意
す

れ
ば
、
払
出
し
に
応
じ
て
も
ら
え
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
必
要
な
書
面
は
金
融
機
関
に
よ
っ
て

異
な
る
た
め
、
必
ず
そ
れ
ぞ
れ
に
確
認
し
ま
し

手続き 年金受給の停止 未支給年金の請求 遺族年金の請求 寡婦年金・死亡一時金の請求

書類名称

年金受給権者死亡届（報告
書）

未支給【年金・保険給付】請求
書

年金請求書（国民年金遺族基礎
年金）
年金請求書（国民年金・厚生年金
保険遺族給付）

国民年金寡婦年金裁定請求書（寡
婦年金）
国民年金死亡一時金請求書（死亡
一時金）

その他
必要書類
など

・�年金証書
・�死亡の事実を証明する書類
（死亡診断書の写しなど）

・年金証書
・�故人と請求者の身分関係を
証明する書類（戸籍謄本な
ど）
・�生計同一の確認書類（故人
の除住民票と世帯全員の住
民票の写し）
・�受取りを希望する金融機関
の預金通帳の写し
・�（故人と請求者が別世帯の
場合）生計同一関係に関す
る申立書など

・年金手帳
・�死亡の事実を証明する書類（死
亡診断書の写しなど）
・�故人と請求者の身分関係を証明
する書類（戸籍謄本など）
・�生計同一の確認書類（故人の除
住民票と世帯全員の住民票の写
し）
・�受取りを希望する金融機関の預
金通帳の写し
・�請求者の収入が確認できる書類
・��（そのほか、必要に応じて）在学
証明書、学生証など

・年金手帳
・���（寡婦年金の場合）　　　　　　
年金証書
・�故人と請求者の身分関係を証明す
る書類（戸籍謄本など）
・�生計同一の確認書類（故人の除
住民票と世帯全員の住民票の写
し）
・�（寡婦年金の場合）　　　　　　
請求者の収入が確認できる書類
・�受取りを希望する金融機関の預金
通帳の写し

提出先

・�年金事務所または年金相談
センター

・�年金事務所または年金相談
センター

・�（遺族基礎年金）　　　　　　
住民票のある市区町村役場
・�（上記以外）　　　　　　　　
年金事務所または年金相談セン
ター

・�住民票のある市区町村役場、年
金事務所または年金相談セン
ター

期限

・�（国民年金）　　　　　　　
亡くなった日から14日以内
・�（厚生年金）　　　　　　　
亡くなった日から10日以内

・��亡くなった日の翌日から 　
5年以内

・�亡くなった日の翌日から　　　 
5年以内

・��（寡婦年金）　　　　　　　　　
亡くなった日の翌日から5年以内
・�（死亡一時金）　　　　　　　　
亡くなった日の翌日から2年以内

【図表2】 公的年金に関わる手続き

出所：日本年金機構の資料を基に監修者作成

【図表3】 金融資産に関わる手続き

出所：監修者作成

手続き
預貯金口座の名義変更・解約など、証券口座の移管

生命保険の
保険金請求遺言書がある場合 �　�　遺産分割協議書が　

　ある場合

提出書類

・遺言書の写し
・�（公正証書遺言以外の場合）　　　　　
検認調書または検認済証明書の写し
・�（遺言執行者がいる場合）遺言執行者
の印鑑証明書
・��死亡の事実を証明する書類　　　　　
（死亡診断書の写しなど）
・�預金や証券を相続する人の印鑑証明書

・�遺産分割協議書（原本）
・�被相続人の出生から死亡
までの戸籍謄本
・�相続人全員の戸籍謄本
・�相続人全員の印鑑証明書

・�保険金請求書
・�死亡診断書（ま
たは死体検案書）
の写し
・�請求者の本人確
認資料の写し

期限 ・なるべく早く ・�亡くなった日の翌
日から3年以内

※あくまで一般的な例であり、金融機関によって提出書類は異なるため、事前の確認が必要
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ょ
う
。

　

な
お
、
民
法
改
正
に
よ
り
「
預
貯
金
の
仮
払

い
制
度
」
が
新
設
さ
れ
ま
す
（
２
０
１
９
年
７

月
１
日
よ
り
施
行
予
定
）。
こ
れ
に
よ
り
、
金

額
に
は
一
定
の
制
限
が
あ
る
も
の
の
、
遺
産
分

割
前
で
も
払
出
し
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。

　

相
続
人
の
う
ち
、
誰
が
ど
の
財
産
を
ど
れ
だ

け
相
続
す
る
か
が
決
ま
っ
た
後
に
、
故
人
の
預

貯
金
口
座
の
名
義
変
更
・
解
約
な
ど
の
手
続
き

を
行
い
ま
す
。届
出
書
の
書
式
や
提
出
書
類
は
、

金
融
機
関
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
遺
言
書
が

あ
る
場
合
と
遺
産
分
割
協
議
書
が
あ
る
場
合
と

で
も
必
要
な
書
類
は
変
わ
り
ま
す
。

　

な
お
、
遺
言
書
が
な
い
場
合
は
相
続
人
全
員

の
同
意
書
が
必
要
で
あ
り
、
時
間
を
要
す
る
こ

と
も
あ
る
た
め
、
手
続
き
の
期
限
は
決
め
ら
れ

て
い
ま
せ
ん
。

（2） 

証
券
口
座

　

株
式
や
投
資
信
託
を
相
続
人
が
引
き
継
ぐ
場

合
は
、
名
義
変
更
は
で
き
ず
、
相
続
人
の
口
座

へ
移
管
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
相
続
人
は
同

じ
金
融
機
関
に
証
券
口
座
を
保
有
し
て
い
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
遺
言
書
や
遺
産
分
割
協
議
書

の
有
無
に
よ
っ
て
必
要
書
類
が
異
な
る
点
は
預

貯
金
口
座
と
同
様
で
す
。

　

ま
た
⑴
の
預
貯
金
口
座
と
同
様
に
、
一
般
的

に
期
限
は
決
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

値
動
き
の
あ
る
株
式
な
ど
が
含
ま
れ
る
場
合

は
、
価
格
が
大
き
く
変
動
し
な
い
う
ち
に
、
で

き
る
だ
け
早
く
手
続
き
を
行
う
と
よ
い
で
し
ょ

う
。

（3） 

生
命
保
険

　

故
人
が
生
命
保
険
に
加
入
し
て
お
り
、
配
偶

者
が
保
険
金
受
取
人
と
な
っ
て
い
れ
ば
、
生

命
保
険
金
（
死
亡
保
険
金
）
の
請
求
を
行
い
ま

し
ょ
う
。
通
常
一
週
間
程
度
で
指
定
し
た
口
座

に
保
険
金
が
振
り
込
ま
れ
る
た
め
、
預
貯
金
口

座
が
凍
結
さ
れ
る
場
合
で
も
安
心
で
す
。
提
出

書
類
は
生
命
保
険
会
社
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す

が
、
基
本
的
に
は
保
険
金
請
求
書
、
死
亡
診
断

書
（
ま
た
は
死
体
検
案
書
）
の
写
し
、
請
求
者

の
本
人
確
認
資
料
の
写
し
の
３
点
で
す
。

　

生
命
保
険
の
保
険
金
請
求
の
消
滅
時
効
は
、

保
険
法
で
亡
く
な
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
３
年
と

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
年
金
と
同
じ
く
、
時
効

に
か
か
る
と
保
険
金
を
受
給
で
き
な
く
な
る
場

合
が
あ
る
の
で
、
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

所
得
税
の
確
定
申
告
、
相
続
税
な
ど
の

税
金
に
関
わ
る
手
続
き

　

確
定
申
告
の
必
要
が
あ
る
人
が
亡
く
な
っ
た

場
合
に
は
、
相
続
人
が
代
わ
っ
て
所
得
税
の
確

定
申
告
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。こ
れ
を「
準

確
定
申
告
」
と
い
い
ま
す
。
１
月
１
日
か
ら
死

亡
日
ま
で
の
所
得
金
額
お
よ
び
税
額
を
計
算

し
、申
告
と
納
税
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

申
請
先
は
、
故
人
の
納
税
地
（
一
般
的
に
は
住

所
地
）
の
所
轄
税
務
署
で
す
。
相
続
人
が
２
人

以
上
い
る
場
合
は
、
連
署
に
よ
り
準
確
定
申
告

書
を
提
出
し
ま
す
。
ほ
か
の
相
続
人
の
氏
名
を

付
記
し
て
各
人
が
別
々
に
提
出
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す
が
、
こ
の
場
合
、
当
該
申
告
書
を
提
出

し
た
相
続
人
は
、
ほ
か
の
相
続
人
に
申
告
し
た

内
容
を
通
知
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

準
確
定
申
告
は
、
相
続
の
開
始
が
あ
っ
た
こ

と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
４
カ
月
以
内
に
申

告
と
納
税
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
確
定

申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
が
翌
年
の
１

月
１
日
か
ら
確
定
申
告
期
限
（
原
則
と
し
て
翌

年
３
月
15
日
）
ま
で
の
間
に
確
定
申
告
書
を
提

出
し
な
い
で
死
亡
し
た
場
合
、
前
年
分
、
本
年

分
と
も
に
同
じ
期
限
内
に
申
告
と
納
税
が
必
要

で
す
。

　

ま
た
、
相
続
税
の
申
告
・
納
税
に
つ
い
て
も

検
討
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
相
続
税
が
か

か
る
か
ど
う
か
は
、
相
続
財
産
の
多
寡
や
相
続

す
る
人
の
数
な
ど
に
よ
っ
て
決
ま
り
ま
す
。
自

分
で
確
認
す
る
こ
と
が
難
し
い
場
合
は
、
税
理

士
や
弁
護
士
な
ど
専
門
家
に
相
談
す
る
の
も
一

つ
の
手
で
す
。

　

相
続
税
の
申
告
が
必
要
な
場
合
は
、
相
続
の

開
始
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら

10
カ
月
以
内
に
相
続
税
を
納
付
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

各
種
手
続
き
の
期
限
に
注
意

生
前
に
意
思
を
伝
え
て

お
く
こ
と
も
大
事

　

こ
こ
ま
で
、
社
会
保
障
や
金
融
資
産
、
税
金

に
関
わ
る
各
種
手
続
き
を
確
認
し
て
き
ま
し

た
。
注
意
し
た
い
の
は
、
期
限
が
設
定
さ
れ
て

い
る
手
続
き
が
少
な
く
な
い
と
い
う
こ
と
で
す

【
図
表
４
】。

　

た
だ
で
さ
え
多
く
の
手
続
き
が
あ
る
な
か

で
、期
限
の
有
無
や
日
数
が
バ
ラ
バ
ラ
な
た
め
、

何
を
い
つ
ま
で
に
す
れ
ば
い
い
の
か
混
乱
し
て

し
ま
う
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
配
偶
者
を
亡

く
し
た
悲
し
み
も
癒
え
な
い
ま
ま
に
追
わ
れ
る

手
続
き
の
負
担
は
小
さ
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ど

ん
な
も
の
が
あ
る
か
を
事
前
に
知
っ
て
お
く
だ

け
で
も
安
心
感
は
大
き
い
で
し
ょ
う
。
ま
ず
は

い
ざ
と
い
う
と
き
を
想
定
し
、
大
ま
か
な
手
続

き
の
流
れ
だ
け
で
も
整
理
し
て
お
く
と
慌
て
ず

に
済
み
ま
す
。
そ
の
う
え
で
、
期
限
の
短
い
手

続
き
か
ら
優
先
し
て
進
め
て
い
く
と
よ
い
で
し

ょ
う
。

　

自
分
が
亡
く
な
っ
た
後
の
配
偶
者
の
負
担
を

和
ら
げ
る
た
め
に
、
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
な

ど
で
生
前
に
意
思
を
伝
え
て
お
く
こ
と
も
一
案

で
す
。 厚生年金の死亡届提出

国民年金の死亡届提出

健康保険の資格喪失手続き

故人の確定申告（準確定申告）

相続税の納付

生命保険の保険金請求

未支給年金の請求

遺族年金の請求

亡くなってから10日以内

亡くなってから14日以内

亡くなってから14日以内

相続の開始があったことを知った日の
翌日から4カ月以内
相続の開始があったことを知った日の
翌日から10カ月以内

消滅時効3年

消滅時効5年

消滅時効5年

【図表４】 各種手続きのスケジュール

出所：監修者作成
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